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海外での
日本研究の停滞

わたしの構想

海外で日本を対象とする研究が停滞している。
各国の現状、また、その背景にあるものは何か。
米・英・韓・独の日本研究の第一人者に聞く。
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世界における日本の経済的な存在感

が低下するにつれ、

海外での日本研究も停滞している。

各国の現状、また、その背景にある

ものは何か。

海外での日本研究を維持・発展させ

るために、何が必要なのか。

各国で日本を対象に研究している

第一線の研究者に聞いた。

海外での
日本研究の停滞



企
画
に
当
た
っ
て

A B O U T  T H I S  I S S U E

　

二
〇
一
九
年
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
三
一
八
八
万
人
と
七
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
し
た
。
二
〇
〇
三
年
と
比
べ
て
六
倍
を
超

え
る
成
長
ぶ
り
で
あ
る
。
同
年
に
は
、
出
国
日
本
人
数
も
初
め
て
二
〇
〇
〇
万
人
を
突
破
し
た
。
そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
に
伴
う
入
国
制
限
措
置
や
入
国
後
の
行
動
制
限
措
置
の
た
め
、
現
在
の
出
入
国
者
数
は
急
激
に
落
ち
込
ん
だ
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
に

せ
よ
、
観
光
に
せ
よ
、
日
本
が
持
つ
魅
力
自
体
が
損
な
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
感
染
症
の
流
行
が
収
ま
り
、
旅
行
者
数
が
回
復
す
る
ま

で
に
は
時
間
を
要
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
や
が
て
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
れ
ば
海
外
と
の
往
来
は
旧
に
復
す
る
だ
ろ
う
し
、
東
京
五
輪
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
そ
の
た
め
の
ス
プ
リ
ン
グ
ボ
ー
ド
に
な
る
は
ず
だ
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
一
般
の
外
国
人
の
日
本
に
対
す
る
関
心
の
長
期
的
な
高
ま
り
と
は
う
ら
は
ら
に
、
停
滞
が
深
刻
化
し
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。
海
外
に
お
け
る
日
本
研
究
、
特
に
政
治
学
・
国
際
関
係
や
経
済
学
な
ど
社
会
科
学
に
お
け
る
日
本
研
究
者
の
減
少
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
登
場
し
、
日
本
の
政
治
・
外
交
・
経
済
な
ど
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
す
る
欧
米
の
識
者
を
思
い
浮
か
べ
て
い

た
だ
き
た
い
。
長
年
同
じ
よ
う
な
顔
ぶ
れ
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
は
ず
だ
。
そ
れ
だ
け
当
該
人
物
の
洞
察
力
が
秀
で
て
い
る
こ
と
の
証
左

で
も
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
後
進
が
十
分
育
っ
て
い
な
い
こ
と
の
表
れ
で
も
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
研
究
の
一
大
拠
点
で
あ
る
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
、
今
年
か
ら
日
米
関
係
プ
ロ
グ
ラ
ム
所
長
に
就
い
た
ク
リ
ス

テ
ィ
ー
ナ
・
デ
イ
ビ
ス
教
授
は
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
は
一
流
大
学
な
ら
ば
日
本
研
究
を
専
門
と
し
た
教
授
や
大
学
院
生
が
少
な
く
と

も
一
人
は
い
た
と
こ
ろ
が
、
今
や
日
本
だ
け
を
専
門
に
研
究
し
て
い
る
大
学
院
生
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
嘆
く
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
へ

の
広
い
見
識
を
も
つ
ア
メ
リ
カ
の
政
治
エ
リ
ー
ト
が
減
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　

今
秋
の
米
大
統
領
選
候
補
に
内
定
し
た
バ
イ
デ
ン
前
副
大
統
領
は
、Foreign Affairs

誌
で
外
交
政
策
を
発
表
し
た
が
、
そ
の
論
文
中

に
中
国
は
一
三
回
（
批
判
的
な
文
脈
で
は
あ
っ
た
が
）
も
登
場
し
た
の
に
対
し
、
日
本
へ
の
言
及
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
韓
国
と
と
も

に
列
挙
さ
れ
た
一
回
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
れ
に
象
徴
さ
れ
る
日
本
へ
の
関
心
の
薄
さ
は
、
日
中
間
の
政
治
体
制
や
経
済
力
の
違
い
だ
け
に

は
帰
せ
ら
れ
ま
い
。

　

ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
と
比
べ
て
日
本
研
究
の
基
盤
が
強
い
と
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
大
学
の
ク
リ

ス
ト
フ
ァ
ー
・
ヒ
ュ
ー
ズ
副
学
長
に
よ
れ
ば
、
日
本
研
究
を
専
門
に
す
る
研
究
セ
ン
タ
ー
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
博
士
課
程
・
研
究
者
へ

の
橋
渡
し
の
役
割
を
持
つ
修
士
学
生
の
減
少
が
顕
著
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
。
日
本
政
府
の
海
外
戦
略
が
カ
ル
チ
ャ
ー
の
宣
伝
に
偏
っ
て

海
外
に
お
け
る
日
本
研
究
者
の
減
少

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構 

理
事
／
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科 

教
授

谷
口
将
紀

日
本
研
究
の
灯
を

絶
や
さ
な
い
た
め
に

―
日
本
専
門
家
の
減
少
は
国
益
を
損
な
う
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KEY
WORDS

研
究
関
心
の
存
在
被
拘
束
性
が
強
い
人
文
・
社
会
科
学

―
例
え
ば
、
筆
者
が
専
門
と
す
る
現
代
日
本
政
治
論
で
は
、
海
外
向
け
に
論
文

を
作
成
す
る
と
き
に
は
、
米
国
中
心
の
研
究
関
心
に
合
わ
せ
た
り
、
統
計
・
数
理
的
な
研
究
方
法
論
を
前
面
に
出
し
た
り
と
、
日
本
語
で

物
を
書
く
と
き
と
は
異
な
る
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
が
必
要
に
な
る

―
で
は
、
日
本
語
で
書
か
れ
た
本
そ
の
も
の
を
翻
訳

―
日
本
で
英
語
版

を
売
れ
な
い
か
ら
、
市
場
任
せ
で
は
出
版
社
は
消
極
的

―
し
た
り
、
日
本
ベ
ー
ス
の
国
際
学
術
誌
編
集
を
支
援
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
良

い
。

　

各
国
で
日
本
研
究
の
孤
塁
を
守
る
、
五
人
の
リ
ー
ダ
ー
の
切
実
な
声
に
耳
を
傾
け
た
い
。

い
る
と
い
う
同
氏
の
警
告
は
重
い
。

　

中
国
に
押
さ
れ
る
日
本
研
究
と
い
う
構
図
は
、
韓
国
で
も
同
様
だ
。
日
本
研
究
を
専
門
と
す
る
学
生
は
、
ソ
ウ
ル
大
学
な
ど
の
一
流
大

学
に
は
一
定
数
い
る
も
の
の
、
地
方
大
学
で
は
ほ
と
ん
ど
関
心
が
な
く
、
ま
た
ア
ジ
ア
諸
国
の
日
本
研
究
に
対
す
る
日
本
か
ら
の
資
金
提

供
も
、
欧
米
諸
国
に
対
す
る
も
の
か
ら
劣
後
し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
ソ
ウ
ル
大
学
元
日
本
研
究
所
長
の
朴
喆
煕
教
授
の
見
立
て
だ
。

　

海
外
に
お
け
る
日
本
研
究
を
支
え
る
た
め
、
日
本
国
内
に
お
け
る
日
本
研
究
に
も
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
北
米
の
大
学
生
・
大
学
院

生
な
ど
を
対
象
に
、
横
浜
で
中
・
上
級
日
本
語
の
集
中
教
育
を
行
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
大
学
連
合
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ブ
ル

ー
ス
・
バ
ー
ト
ン
所
長
は
、
世
界
の
学
者
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
価
値
の
あ
る
優
れ
た
日
本
研
究
は
多
く
存
在
す
る
の
に
、
英
語
で
発
信
し

な
い
た
め
に
影
響
力
を
持
て
な
い
と
問
題
点
を
指
摘
す
る
。

　

同
じ
く
、
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
財
団
ド
イ
ツ
海
外
人
文
科
学
研
究
所
の
一
機
関
と
し
て
、
東
京
を
拠
点
に
活
動
す
る
ド
イ
ツ
日
本

研
究
所
の
フ
ラ
ン
ツ
・
ヴ
ァ
ル
デ
ン
ベ
ル
ガ
ー
所
長
は
、
各
種
統
計
や
経
済
デ
ー
タ
な
ど
、
日
本
に
関
連
す
る
デ
ー
タ
は
た
く
さ
ん
あ
る

が
、
公
開
さ
れ
て
い
る
情
報
は
日
本
語
だ
け
の
も
の
が
多
い
と
デ
ジ
タ
ル
基
盤
の
整
備
を
説
く
。

　

多
岐
に
わ
た
る
五
氏
の
提
言
の
中
で
も
、
海
外
に
お
け
る
日
本
研
究
の
灯
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
、
筆
者
が
と
り
わ
け
重
要
だ
と
感
じ

た
の
は
以
下
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
海
外
に
お
け
る
日
本
研
究
者
に
対
す
る
長
期
的
な
支
援
。
端
的
に
言
え
ば
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ポ
ス

ト
の
提
供
で
あ
る
。
日
本
留
学
や
短
期
渡
航
助
成
に
と
ど
ま
ら
ず
、
寄
付
講
座
や
寄
付
研
究
部
門
を
充
実
さ
せ
て
、
大
学
院
生
や
若
手
研

究
者
が
将
来
の
心
配
な
く
良
質
の
日
本
研
究
に
打
ち
込
め
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

第
二
は
、
日
本
国
内
で
の
優
れ
た
研
究
成
果
の
海
外
向
け
発
信
の
支
援
で
あ
る
。
英
語
論
文
・
著
書
の
作
成
支
援
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

日
本
研
究
を
支
え
る
た
め
に
、
積
極
的
な
支
援
を

谷
口
将
紀
（
た
に
ぐ
ち
・
ま
さ
き
）�

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
。
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授
。
博
士
（
法
学
）（
東
京
大
学
）。

専
門
は
政
治
学
、
現
代
日
本
政
治
論
。

海
外
の
日
本
研
究
者
の
減
少
、
中
国
に
押
さ
れ
る
日
本
研
究
、
海
外
の
日
本
研
究
者
へ
の
長
期
的
な
支
援
、

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ポ
ス
ト
の
提
供
、
優
れ
た
研
究
成
果
の
海
外
向
け
発
信
、
英
語
論
文
・
著
書
の
作
成
支
援
、

日
本
ベ
ー
ス
の
国
際
学
術
誌
編
集
支
援

07 06No. 48—2020年 6月わたしの構想



識　者　に　問　う

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

各
国
に
お
け
る

日
本
研
究
は
、

ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

海
外
の
日
本
研
究
を

維
持
す
る
た
め
に
、

何
が
必
要
か
。

インタビュー実施：2020 年 3 月～ 4 月
聞き手：澁谷壮紀（NIRA 総研研究コーディネーター・研究員）

データをオープンにし、研究者を呼び込む
ドイツ日本研究所 所長フランツ・ヴァルデンベルガー

〈課題先進国〉日本への高い関心、トランスナショナルな視点、
ケーススタディーとしての日本、グローバルな共同研究、
デジタル基盤の整備、学生の長期インターンシップ

日本から外に向けた発信を

アメリカ・カナダ大学連合 日本研究センター 所長
（桜美林大学 名誉教授）ブルース・バートン

人文学研究の世界的縮小、日本研究者のポスト減少、日本語学習の高い関心、
学際的・分野横断的な研究テーマ、資金支援、寄付講座、発信力不足、
海外のニーズ

民間も含めて研究に戦略的投資を
ソウル大学国際大学院�教授パク・チョルヒ

中国研究の隆盛、日本研究への関心低下、日本がやれること、
アジアの重要性、若者にチャンスを与える

次世代に対して、日本研究の
パイプラインをアップデートする

ウォーリック大学 副学長・教授クリストファー・ヒューズ

研究センターの減少、 修士学生の減少、日本の海外戦略の偏り、
パイプラインへの投資

ハーバード大学政治学部 教授
日米関係プログラム 所長クリスティーナ・デイビス

日米関係の基盤となる日本研究

日本経済の低迷、日本研究の衰退、日本を理解する政治エリートの減少、
日本人留学生を増やす
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識
者
に
問
う

各
国
に
お
け
る
日
本
研
究
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。
海
外
の
日
本
研
究
を
維
持
す
る
た
め
に
、
何
が
必
要
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

日
米
関
係
の
基
盤
と
な
る
日
本
研
究

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ・

デ
イ
ビ
ス

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
政
治
学
部 

教
授

日
米
関
係
プ
ロ
グ
ラ
ム 

所
長

メ
リ
カ
で
は
、
日
本
経
済
の
低
迷
に
連
動
す
る
よ
う
に
、
日
本
研
究
が
衰
退
し
て
い
る
。
日
本
語
を

学
ぶ
学
生
の
数
を
み
て
も
、
私
が
働
く
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
は
、
日
本
経
済
が
好
調
だ
っ
た

一
九
九
二
年
頃
の
約
五
八
〇
名
を
ピ
ー
ク
に
減
り
続
け
、
近
年
で
は
二
〇
〇
名
程
度
と
な
っ
た
。
一
方
で
、

中
国
語
は
、
二
〇
一
三
年
の
ピ
ー
ク
時
に
は
約
七
〇
〇
名
、
現
在
も
約
五
八
〇
名
の
学
生
が
学
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
、
研
究
の
レ
ベ
ル
で
も
、
一
流
大
学
に
は
政
治
学
等
の
社
会
科
学
の
分
野
で
日
本
研
究
を
専
門
と
し

た
大
学
院
生
や
教
授
が
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
は
少
な
く
と
も
一
人
以
上
い
た
が
、
今
で
は
日
本
だ
け
を

専
門
に
研
究
し
て
い
る
大
学
院
生
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

　

日
本
研
究
の
衰
退
が
も
た
ら
す
最
大
の
懸
念
は
、
日
本
へ
の
広
い
見
識
を
も
つ
ア
メ
リ
カ
の
政
治
エ
リ
ー

ト
が
減
っ
て
い
く
こ
と
だ
。
今
は
ま
だ
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
家
に
日
本
の
立
場
や
利
益
は
伝
わ
っ
て
い
る
が
、

日
米
同
盟
に
危
機
が
生
じ
た
場
合
、
政
治
家
が
歴
史
的
背
景
な
ど
を
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
、
政
治
家
は
間

違
っ
た
判
断
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
一
般
市
民
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら
の
情
報
に
依
存
し
て
お

り
、
も
し
、
正
し
い
情
報
が
メ
デ
ィ
ア
か
ら
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
、
世
論
は
印
象
に
飲
ま
れ
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
る
。
日
韓
関
係
な
ど
は
複
雑
な
問
題
が
絡
ん
で
い
る
し
、
沖
縄
の
米
軍
基
地
の
戦
略
的
な
重
要
性
や

県
民
意
識
を
理
解
す
る
上
で
も
専
門
家
の
存
在
が
不
可
欠
だ
。

　

日
本
を
専
門
に
学
び
、
日
本
の
立
場
を
理
解
す
る
人
材
を
増
や
す
た
め
に
は
、
ま
ず
、
日
本
人
の
留
学
生

を
増
や
す
こ
と
が
必
要
だ
。
留
学
生
は
、
日
本
の
立
場
や
視
点
を
代
弁
す
る
親
善
大
使
と
い
え
る
。
多
く
の

日
本
人
学
生
が
留
学
す
る
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
の
学
生
に
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
日
本
の
視
点
を
伝
え
、
日
本

へ
の
関
心
を
生
み
出
す
機
会
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
研
究
者
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
な
ど
に
お
い
て
も
同
様
だ
。

ハ
ー
バ
ー
ド
日
米
関
係
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
日
本
の
研
究
者
や
外
交
官
を
、
毎
年
一
五
名
ほ
ど
大
学
に
受
け

入
れ
、
毎
週
の
よ
う
に
日
本
の
政
治
や
経
済
、
外
交
政
策
な
ど
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
日
本
に
つ
い
て
よ

り
知
っ
て
も
ら
う
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

　

日
本
研
究
と
日
米
関
係
を
支
え
る
に
は
、
経
験
を
共
有
し
、
学
び
合
い
の
機
会
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と

で
あ
る
。
日
米
間
の
相
互
理
解
を
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
こ
そ
、
資
金
と
労
力
を
投
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

広
く
奨
学
金
を
支
給
し
、
減
少
す
る
日
本
人
留
学
生
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
も
有
効
だ
。
ま
た
、
日
本
の

企
業
も
、
学
生
の
留
学
経
験
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
、
も
っ
と
認
識
し
て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。
自
社
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
を
進
め
、
国
際
競
争
力
を
高
め
る
た
め
に
も
、
人
材
の
活
用
を
進
め
る
べ
き
だ
。
留
学
が
学
生
の

キ
ャ
リ
ア
に
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
に
、
社
会
も
意
識
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

専
門
は
国
際
関
係
、
比
較
政
治
。
日
本
と
東
ア
ジ
ア
の
外
交
政
策
や
貿
易
政
策
に
お
け
る
国
際
機
関
の
役
割
を
研
究
。
二
〇
二
〇
年
よ
り

同
大
日
米
関
係
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
三
代
目
所
長
を
務
め
、
大
学
か
ら
日
米
協
調
を
支
え
る
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
初
代
所
長
は
エ
ズ
ラ
・
ヴ
ォ
―

ゲ
ル
教
授
。
米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
博
士
課
程
修
了
。
米
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
政
治
・
国
際
関
係
学
部
教
授
を
経
て
、
二
〇
一
八
年
に
現
職

教
授
に
就
任
。
著
書
に
『W

hy Adjudicate? Enforcing Trade Rules in the W
TO.

』（Princeton University Press

、
二
〇
一
二
年
、

大
平
正
芳
記
念
賞
受
賞
）
他
。

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
デ
イ
ビ
ス
（Christina Davis

）

ア

エズラ・F・ヴォーゲル〔2019〕

日中関係史　1500年の交流から読むアジアの未来
益尾知佐子訳、日本経済新聞出版社

Ezra F. Vogel 〔2019〕
China and Japan: Facing History

Harvard University Press
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識
者
に
問
う

各
国
に
お
け
る
日
本
研
究
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。
海
外
の
日
本
研
究
を
維
持
す
る
た
め
に
、
何
が
必
要
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

次
世
代
に
対
し
て
、
日
本
研
究
の

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー・

ヒュ
ー
ズ

ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
大
学

副
学
長
・
教
授

ギ
リ
ス
の
日
本
研
究
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
や
ア
メ
リ
カ
と
比
べ
て
も
、
強
固
な
地
位
を
築
い
て
い

る
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
日
本
の
経
済
成
長
に
早
く
か
ら
着
目
し
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
伝
統
的
な

日
本
研
究
だ
け
で
な
く
、
社
会
科
学
な
ど
多
く
の
分
野
に
投
資
を
行
い
、
日
本
研
究
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。

そ
の
後
の
日
本
経
済
が
不
調
な
時
代
に
も
、
日
本
へ
の
関
心
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
現
在
は
、
日

本
の
漫
画
や
ア
ニ
メ
と
い
っ
た
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
へ
の
関
心
が
高
い
。
本
学
で
も
、
毎
年
、
学
部
生

五
〇
〇
名
程
度
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
日
本
を
勉
強
し
て
お
り
、
そ
の
数
は
堅
持
さ
れ
て
い
る
。
興
味
深
い

こ
と
に
、
中
国
の
台
頭
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
研
究
は
い
ま
だ
イ
ギ
リ
ス
で
そ
れ
ほ
ど
強
固
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
日
本
研
究
を
め
ぐ
る
環
境
は
変
化
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
日
本
研
究
を
専
門
に
す
る
研
究
セ
ン

タ
ー
の
減
少
だ
。
こ
れ
は
、
研
究
セ
ン
タ
ー
に
競
争
力
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
昨
今
は
日
本
研
究
が

地
域
研
究
で
は
な
く
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
の
対
象
や
多
国
間
比
較
の
一
つ
の
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
部
や
分
野
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
、
よ
り
注
目
す
べ
き
変
化
は
、
博
士
課
程
・
研
究
者
へ
の
橋
渡
し
の
役
割
を
持
つ
修
士
学
生
が
、

イ四
、五
年
前
か
ら
確
実
に
減
り
始
め
て
い
る
こ
と
だ
。
修
士
学
生
の
減
少
は
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
か
か
わ
る

本
質
的
な
問
題
で
あ
る
。
日
本
研
究
の
あ
り
方
が
変
わ
っ
て
も
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
さ
え
あ
れ
ば
研
究
は
盤
石

に
続
く
。
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
維
持
し
、
次
世
代
に
も
学
問
的
基
盤
の
強
さ
を
与
え
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
今
ま

で
恩
恵
を
得
て
き
た
現
世
代
の
日
本
研
究
者
は
、
教
育
・
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
よ
り
魅
力
的
に
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
と
い
う
専
門
エ
リ
ア
を
持
つ
こ
と
の
強
み
、
非
西
欧
圏
で
あ
る
日
本
の
民

主
主
義
を
分
析
す
る
こ
と
を
通
し
て
得
ら
れ
る
研
究
の
ス
キ
ル
、
後
々
の
就
職
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を

し
っ
か
り
と
強
調
す
る
こ
と
も
重
要
だ
。

　

他
方
で
、
日
本
政
府
の
偏
っ
た
海
外
戦
略
も
考
え
直
す
時
期
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
の
カ
ル
チ
ャ
ー

を
宣
伝
す
る
た
め
、
ロ
ン
ド
ン
に
作
ら
れ
たJapan House

は
、
日
本
へ
の
関
心
を
高
め
た
か
も
し
れ
な

い
が
、
日
本
研
究
に
貢
献
で
き
て
お
ら
ず
、
コ
ス
ト
に
見
合
っ
て
い
な
い
。
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
へ
の
投
資
こ
そ

が
、
重
要
だ
。
よ
り
戦
略
的
に
、
修
士
や
博
士
課
程
の
学
生
に
奨
学
金
を
支
援
す
る
な
ど
、
日
本
研
究
を
支

え
る
次
世
代
育
成
の
方
法
を
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

専
門
は
国
際
政
治
、
日
本
政
治
。
特
に
日
本
の
外
交
安
全
保
障
政
策
に
精
通
。
長
年
の
研
究
か
ら
得
た
日
本
の
政
策
議
論
へ
の
深
い
知
見

を
踏
ま
え
た
上
で
、
日
本
政
治
に
対
し
て
直
言
し
て
き
た
。
英
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
大
学
博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
国
際
関
係
学
）。
広
島

大
学
平
和
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
現 

広
島
大
学
平
和
セ
ン
タ
ー
）
研
究
員
、
東
京
大
学
法
学
部
客
員
准
教
授
、
英
国
際
戦
略
研
究
所
研

究
員
を
経
て
、
現
職
。
現
在
、
米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所
研
究
員
も
務
め
る
。
著
書
に
『The EU–Japan 

Partnership in the Shadow of China: The Crisis of Liberalism

』（
共
編
著
、Routledg

、
二
〇
一
八
年
）
他
。

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ヒ
ュ
ー
ズ
（Christopher Hughes

）

The Japan Foundation, London〔2016〕

Japan Foundation Japanese Studies Survey 2015
A Survey of Japanese Studies at University Level in the UK

https://www.jpf.org.uk/download/
Japan-Foundation-Japanese-Studies-Survey-2015-Report.pdf
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識
者
に
問
う

各
国
に
お
け
る
日
本
研
究
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。
海
外
の
日
本
研
究
を
維
持
す
る
た
め
に
、
何
が
必
要
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

民
間
も
含
め
て
研
究
に
戦
略
的
投
資
を

パ
ク
・
チ
ョ
ル
ヒ

ソ
ウ
ル
大
学
国
際
大
学
院

教
授

国
に
お
け
る
日
本
研
究
と
中
国
研
究
を
比
べ
る
と
、
明
ら
か
に
中
国
研
究
の
方
が
盛
ん
に
な
っ
て
い

る
。
韓
国
に
と
っ
て
中
国
は
、
両
国
間
で
の
歴
史
認
識
の
違
い
が
小
さ
く
、
さ
ら
に
世
界
的
な
競
争

力
を
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
経
済
的
な
「
機
会
」
と
「
利
益
」
を
も
た
ら
す
国
だ
。
日
本
研
究
は
、
ソ
ウ

ル
大
学
な
ど
の
一
流
大
学
に
は
ま
だ
一
定
数
の
学
生
が
い
る
が
、
地
方
大
学
で
は
学
生
確
保
に
苦
労
し
て
い

る
。
日
本
研
究
へ
の
関
心
が
低
下
し
た
背
景
に
は
、
ま
ず
、
日
本
経
済
の
低
迷
に
よ
っ
て
日
本
研
究
の
た
め

の
日
本
の
予
算
が
削
減
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
情
報
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
影
響
で
英
語
の
重
要
性
が

高
ま
り
相
対
的
に
日
本
語
の
必
要
性
が
減
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
経
済
発
展
を
と
げ
た
韓
国
に
と
っ
て

日
本
が
発
展
の
モ
デ
ル
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
世
界
的
な
研
究
の
傾
向
と
し
て
、
単
一
国

を
対
象
と
し
た
地
域
研
究
は
、
研
究
に
必
要
な
コ
ス
ト
に
み
あ
う
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
が
得
ら
れ
ず
、
人
気
が
低

下
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
に
対
し
て
、
日
本
は
も
っ
と
、
自
分
た
ち
が
や
れ
る
こ
と
は
何
か
を
真
剣
に
考
え
る
べ

き
だ
。
日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
は
、
日
本
研
究
を
衰
退
さ
せ
な
い
よ
う
に
資
金
支
援
を
講
じ
て
い
る
が
、

韓ア
ジ
ア
へ
の
資
金
提
供
の
優
先
順
位
が
低
い
。
中
で
も
韓
国
や
中
国
と
は
政
治
的
な
摩
擦
も
あ
り
、
日
本
研

究
を
推
進
す
る
た
め
の
十
分
な
資
金
を
出
す
と
い
う
発
想
に
な
っ
て
い
な
い
。
ア
ジ
ア
地
域
で
日
本
を
理
解

し
、
日
本
の
こ
と
を
説
明
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
は
、
日
本
の
た
め
に
必
要
な
は
ず
だ
。
国
だ
け
で

は
な
く
民
間
の
資
金
も
含
め
て
、
戦
略
的
に
投
資
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

私
は
東
ア
ジ
ア
日
本
研
究
者
協
議
会
と
い
う
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
つ
く
り
、
日
韓
台
中
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
く
っ
て
い
る
。
目
的
は
「
日
本
研
究
に
お
け
る
人
文
学
と
社
会
科
学
の
融
合
」
と
「
若
手
の
育
成
」
だ
。

韓
国
の
日
本
研
究
者
は
、
歴
史
的
に
日
本
語
や
日
本
文
学
な
ど
の
人
文
学
が
多
く
、
九
割
を
占
め
る
。
社
会

科
学
分
野
が
少
な
く
、
研
究
分
野
の
バ
ラ
ン
ス
と
多
様
性
が
重
要
だ
。
特
に
効
果
的
で
か
つ
必
要
な
取
り
組

み
は
、
既
に
研
究
業
績
が
あ
る
シ
ニ
ア
よ
り
も
、
こ
れ
か
ら
研
究
を
始
め
よ
う
と
す
る
若
者
に
チ
ャ
ン
ス
を

与
え
る
こ
と
だ
。
私
が
若
手
だ
っ
た
頃
は
、
高
名
な
日
本
人
の
政
治
学
者
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
共
同
研
究
を
す

る
機
会
に
多
く
恵
ま
れ
た
が
、
今
の
若
手
に
は
そ
う
し
た
機
会
が
少
な
く
心
配
だ
。
い
か
に
若
手
の
日
本
研

究
者
を
育
て
、
日
本
研
究
の
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
取
り
込
ん
で
い
く
か
が
、
今
後
も
っ
と
も
重
要
な

施
策
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

専
門
は
日
本
政
治
、
日
韓
関
係
、
比
較
政
治
。
特
に
日
韓
の
外
交
・
安
全
保
障
政
策
に
詳
し
く
、
韓
国
を
代
表
す
る
日
本
通
と
し
て
日
韓

両
国
で
名
高
い
。
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
政
治
学
）。
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
カ
ー
テ
ィ
ス
教
授
の
門
下
生
。
日
本
の
政

策
研
究
大
学
院
大
学
助
教
授
、
ソ
ウ
ル
大
学
国
際
大
学
院
助
教
授
等
を
経
て
、
二
〇
一
一
年
よ
り
現
職
。
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
六
年

ま
で
同
大
日
本
研
究
所
長
を
務
め
た
。
二
〇
一
九
年
よ
り
同
大
国
際
学
研
究
所
所
長
。
二
〇
〇
五
年
、
日
本
研
究
の
功
績
と
日
韓
関
係
へ

の
貢
献
が
認
め
ら
れ
、
第
一
回
中
曽
根
康
弘
賞
を
受
賞
。
著
書
に
『
代
議
士
の
作
ら
れ
方
』（
文
春
新
書
、
二
〇
〇
〇
年
）
他
。

パ
ク
・
チ
ョ
ル
ヒ
（
朴
喆
煕
）

Cheol Hee Park〔2010〕

"Who’s Who and Whereabouts of
Japanese Political Studies in South Korea

With a Focus on the Third Generation Japan Specialist
Japanese Journal of Political Science. Vol.11. (October 2010), pp. 307-331
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識
者
に
問
う

各
国
に
お
け
る
日
本
研
究
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。
海
外
の
日
本
研
究
を
維
持
す
る
た
め
に
、
何
が
必
要
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

日
本
か
ら
外
に
向
け
た
発
信
を

ブ
ル
ー
ス
・

バ
ー
ト
ン

ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
大
学
連
合

日
本
研
究
セ
ン
タ
ー 

所
長

（
桜
美
林
大
学 

名
誉
教
授
）

本
研
究
だ
け
が
衰
退
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
世
界
的
に
人
文
学
の
研
究
が
縮
小
傾
向
に
あ
る
た

め
、
文
学
や
歴
史
が
中
心
だ
っ
た
伝
統
的
な
日
本
研
究
も
同
じ
傾
向
に
あ
る
。
中
国
な
ど
の
他
地
域

を
対
象
と
し
た
研
究
で
も
同
様
だ
。
将
来
の
ポ
ス
ト
が
減
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
日
本
に
来
る
日
本
研
究

を
行
う
博
士
課
程
の
学
生
は
減
っ
て
い
る
。
一
方
、
学
生
の
日
本
語
へ
の
関
心
は
高
い
。
当
セ
ン
タ
ー
は
、

北
米
の
大
学
院
な
ど
か
ら
日
本
に
や
っ
て
来
る
学
生
に
、
中
・
上
級
の
日
本
語
教
育
を
提
供
し
て
お
り
、
受

け
入
れ
る
学
生
数
は
、
修
士
レ
ベ
ル
で
は
増
え
続
け
て
い
る
。
学
生
の
国
籍
、
ニ
ー
ズ
、
目
的
は
多
様
化
し
、

翻
訳
者
や
金
融
系
、
弁
護
士
、
起
業
家
な
ど
、
日
本
で
働
く
た
め
に
来
る
人
も
多
く
な
っ
た
。
研
究
対
象
も
、

伝
統
的
な
人
文
学
か
ら
よ
り
学
際
的
に
な
っ
て
お
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
の
分
野
横
断
的
な
研
究
テ
ー
マ
を

持
つ
人
が
増
え
て
い
る
。
対
象
地
域
も
、
東
ア
ジ
ア
、
日
中
関
係
、
あ
る
い
は
国
際
比
較
に
お
け
る
日
本
と

い
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
研
究
が
増
え
、
日
本
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
境
を
越
え
た
研
究
を
目
指
す
人
が
増
え
た
。

　

こ
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
研
究
ニ
ー
ズ
を
支
え
る
た
め
に
必
要
な
の
は
、
や
は
り
資
金
だ
。
日
本
へ
の

留
学
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
奨
学
金
の
ほ
か
に
、
日
本
と
海
外
を
結
ぶ
国
際
交
流
全
体
の
仕
組
み
を
引
き
続
き
維

日持
す
る
た
め
に
も
資
金
が
必
要
だ
し
、
ま
た
、
日
本
研
究
者
の
ポ
ス
ト
減
少
を
食
い
止
め
る
に
は
、
大
学
や

研
究
者
に
対
す
る
資
金
的
な
支
援
も
必
要
だ
。
米
英
の
大
学
で
は
、
寄
付
講
座
と
い
う
仕
組
み
で
、
企
業
な

ど
の
寄
付
金
を
フ
ァ
ン
ド
運
用
し
て
、
人
件
費
に
充
当
し
て
い
る
。
日
本
も
、
海
外
の
大
学
で
あ
れ
日
本
の

大
学
で
あ
れ
、
日
本
研
究
に
関
す
る
寄
付
講
座
を
設
け
て
研
究
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
方
法
を
、
も
っ
と

積
極
的
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
文
部
科
学
省
が
進
め
る
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支

援
事
業
は
評
価
で
き
る
。
採
用
さ
れ
た
大
学
は
、
外
国
人
研
究
者
の
採
用
や
英
語
の
授
業
が
必
要
に
な
る
た

め
、
日
本
に
関
心
を
も
つ
外
国
人
研
究
者
の
ポ
ス
ト
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
だ
。

　

日
本
研
究
の
一
番
の
課
題
は
、
日
本
か
ら
の
発
信
力
の
不
足
だ
。
世
界
の
学
者
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
価
値

の
あ
る
優
れ
た
日
本
研
究
は
多
く
存
在
す
る
の
に
、
英
語
で
発
信
し
な
い
た
め
に
影
響
力
を
持
て
な
い
。
ま

た
海
外
に
発
信
す
る
際
に
は
、
日
本
側
の
都
合
だ
け
で
発
信
す
る
の
で
は
な
く
、
日
本
の
ど
ん
な
情
報
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
海
外
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
て
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
発
信

す
る
メ
ン
バ
ー
に
外
国
人
研
究
者
を
入
れ
る
柔
軟
さ
が
あ
っ
て
よ
い
。
日
本
が
世
界
に
正
し
く
理
解
さ
れ
る

た
め
の
工
夫
が
必
要
だ
。
そ
の
た
め
に
も
日
本
、
日
本
人
は
外
に
目
を
向
け
な
い
と
、
国
の
将
来
が
危
な
い
。

専
門
は
日
本
前
近
代
史
。
日
本
史
に
お
け
る
「
国
境
」・「
境
界
」
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
研
究
と
、
人
間
社
会
と
自
然

環
境
と
の
歴
史
的
関
わ
り
方
の
研
究
を
行
う
。
米
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
日
本
前
近
代
史
）。
約
三
〇
年
間
、

日
本
の
桜
美
林
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
二
〇
一
六
年
よ
り
現
職
。
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
大
学
連
合
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
は
横
浜
に
あ
り
、

主
に
北
米
の
大
学
院
か
ら
来
る
留
学
生
を
対
象
に
中
・
上
級
日
本
語
の
集
中
教
育
を
行
う
研
究
機
関
。
卒
業
生
の
多
く
が
官
民
で
活
躍
。

著
書
に
『
国
境
の
誕
生
―
大
宰
府
か
ら
見
た
日
本
の
原
形
』（
日
本
放
送
協
会
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）
他
。

ブ
ル
ー
ス
・
バ
ー
ト
ン
（Bruce Batten

）

The Japan Foundation, ed.〔2016〕

Japanese Studies in the United States
 The View from 2012, Japanese Studies Series XXXX. Tokyo:

The Japan Foundation.
http://japandirectory.socialsciences.hawaii.edu/Assets/Volumes/Volume%201.pdf
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識
者
に
問
う

各
国
に
お
け
る
日
本
研
究
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。
海
外
の
日
本
研
究
を
維
持
す
る
た
め
に
、
何
が
必
要
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

デ
ー
タ
を
オ
ー
プ
ン
に
し
、
研
究
者
を
呼
び
込
む

フ
ラ
ン
ツ
・

ヴ
ァ
ル
デ
ン
ベ
ル
ガ
ー

ド
イ
ツ
日
本
研
究
所

所
長

イ
ツ
と
日
本
は
、
価
値
観
や
直
面
し
て
い
る
課
題
が
共
通
し
て
お
り
、
政
治
や
経
済
面
で
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
の
関
係
は
よ
り
強
く
な
っ
て
い
る
。
研
究
対
象
と
し
て
も
、
私
の
専
門
で
あ
る
経
済
学

の
分
野
で
は
特
に
、
日
本
へ
の
関
心
は
非
常
に
高
い
。
課
題
先
進
国
で
あ
る
日
本
が
今
ま
さ
に
行
っ
て
い
る

実
験
的
な
取
り
組
み
―
人
口
変
動
や
デ
フ
レ
、
国
債
赤
字
と
い
っ
た
経
済
社
会
的
な
課
題
―
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
に
日
本
が
対
応
す
る
か
が
、
政
治
的
に
も
、
大
き
な
関
心
を
も
っ
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
も
ド
イ
ツ
で
は
地
域
研
究
に
予
算
を
つ
け
、
活
発
に
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
日
本
研
究
は
、
こ

れ
ま
で
の
地
域
研
究
と
は
異
な
る
形
に
な
っ
て
き
た
。
日
本
だ
け
を
対
象
と
す
る
よ
り
も
、
ア
ジ
ア
と
い
う

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
視
点
か
ら
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
と
し
て
の
日
本
が
研
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
組
織
の
形
も
、
日
本
セ
ン
タ
ー
が
ア
ジ
ア
部
門
に
統
合
さ
れ
る
な
ど
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
。

日
本
だ
け
を
専
門
に
す
る
こ
と
は
キ
ャ
リ
ア
の
面
で
も
有
利
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
む
し
ろ
、
政
治

学
や
経
済
学
な
ど
を
専
門
と
す
る
ド
イ
ツ
と
日
本
の
研
究
者
が
組
ん
で
、
共
同
研
究
を
行
う
ケ
ー
ス
が
増
え

て
き
た
。

ド
　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
共
同
研
究
を
行
う
上
で
重
要
性
を
増
し
て
い
る
の
が
、
デ
ジ
タ
ル
基
盤
の
整
備
だ
。
各
種

統
計
や
経
済
デ
ー
タ
な
ど
、
日
本
に
関
連
す
る
デ
ー
タ
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
公
開
さ
れ
て
い
る
情
報
は
日

本
語
だ
け
の
も
の
が
多
い
。
こ
れ
ら
を
英
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
で
も
研
究
は
拡
大
し
て
い
く
だ
ろ
う
。
日
本

の
デ
ー
タ
を
も
っ
と
オ
ー
プ
ン
に
し
て
、
世
界
中
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
。

　

ま
た
、
共
同
研
究
が
主
流
と
な
る
中
で
、
交
流
は
以
前
に
増
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。
若
手
の
育
成
の
た

め
に
、
国
を
ま
た
い
だ
学
生
の
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。
外
資
系
企
業
で
は
、
学

生
が
三
〜
六
カ
月
程
度
、
イ
ン
タ
ー
ン
で
入
る
の
は
一
般
的
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
で
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
が
単
位
に
な
る
仕
組
み
も
増
え
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
企
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
確
保

す
る
た
め
に
も
有
効
だ
。
日
本
で
は
大
学
が
就
職
の
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
に
し
か
な
っ
て
お
ら
ず
、
一
括
採
用

と
い
う
特
殊
な
制
度
の
た
め
に
、
学
生
が
留
学
や
大
学
院
へ
の
進
学
を
避
け
る
傾
向
が
あ
る
。
研
究
者
が
い

つ
で
も
就
職
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
両
国
間
の
若
手
研
究
者
の
人
材
交
流
も
活
発
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

専
門
は
日
本
経
済
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
。
日
本
と
ド
イ
ツ
の
経
済
・
金
融
シ
ス
テ
ム
の
比
較
や
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
を

研
究
す
る
。
地
域
活
性
化
に
も
関
心
を
も
ち
、
地
方
自
治
体
と
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
。
独
ケ
ル
ン
大
学
博
士
課
程

修
了
。
博
士
（
経
済
学
）。
ド
イ
ツ
独
占
委
員
会
、
ド
イ
ツ
日
本
研
究
所
研
究
員
を
経
て
、
一
九
九
七
年
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
日
本
セ
ン

タ
ー
・
経
営
学
部
教
授
に
就
任
。
二
〇
一
四
年
よ
り
同
大
学
を
休
職
し
て
来
日
し
、
現
職
。
著
書
に
『Governance, Risk and 

Financial Im
pact of M

ega Disasters

−Lessons from
 Japan

』（
共
編
著
、Springer

、
二
〇
一
九
年
）
他
。

フ
ラ
ン
ツ
・
ヴ
ァ
ル
デ
ン
ベ
ル
ガ
ー
（Franz W

aldenberger

）

Barbara Holthus, Isaac Gagné,
Wolfram Manzenreiter, Franz Waldenberger〔2020〕

Japan Through the Lens of
the Tokyo Olympics Open Access

Routledge
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データで 見る 日本研究の停滞
海外での

出所）�陳昌洙（2012）「韓国における日本研究―多様化と専門化のジレンマ―」『立命館国際地域研究』第36号　2012年 10月

アメリカにおける日本研究を行う博士課程の学生数（1989年‒2012 年）

韓国における日本研究を行う大学・研究機関・学会の数（1950年代‒2000 年代）

Elsevier 社 ScienceDirect の日本と中国をタイトルに含む論文数

J-STAGEが提供する日本の電子ジャーナルの状況

出所）� J-STAGE公開データ「登載誌一覧」をもとに作成。
� https://www.jstage.jst.go.jp/static/pages/PublicDataAboutJstage/-char/ja（2020/05/07アクセス）

日本語で書かれた
ジャーナル

日本語・英語が
混在するジャーナル

英語で
書かれた
ジャーナル

その他

1950年代 1960年代 1970年代 1980年代 1990年代 2000年代

大学 0 2 13 24 23 5

大学
（附設研究機関） 1 0 2 0 5 2

一般研究機関 0 1 3 3 0 2

学会 0 0 3 1 9 3（誌数）0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500

2020 年

2016年

1,219
（39.7％）

605
（31.3％）

715
（37.0％）

392
（20.3％）

223
（11.5％）

1,131
（36.8％）

487
（15.9％）

236
（7.7％）

注１）� 2012年のデータは、学生数639名から無回答者85名を除いたもの。
注２）�「その他」は、「教育学」「舞台芸術研究」を含む。
出所）� The�Japan�Foundation�(2013)�“Japanese�Studies�in�the�United�States:�The�View�from�2012”�Japanese�Studies�Series�

XXXXをもとに作成。

700

600

500

400

300

200

100

0

政治学

経済学、社会学

歴史学、芸術史学

文学

言語学

人類学、宗教学、哲学

アジア－東アジア研究

その他

（人）

1989 1995 2005 2012

54

64
6

34

84

99

46

58

445 人

93

86

108

61

72

109

43

96

668 人

59

74

73

47

74

136

34

68

565 人

91

35

81

25

87

163

28
44

554 人

出所）� Elsevier 社 ScienceDirect をもとに作成。
� https://www.sciencedirect.com/（2020/05/07アクセス）

182 78 677 567
1,955 1,923

4,275 3,923

7,535

12,898
10,967

59,681（本数）

1960年代 1970年代 1980年代 1990年代 2000年代 2010年代
（2020年を含む）

60,000

55,000

50,000

15,000

10,000

5,000

0

中国

日本
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